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令和2年7月豪雨時の浸水深を示す「洪水標識」を生活空間である「まちなか」に表示することで、日頃から
水防災への意識を高め、次世代に伝える記録として残しつつ、洪水時に命を守るための住民の避難行動の
目安とすることで、被害を最小限にとどめることを目的に設置
今回、人吉市紺屋町～九日町において、河川管理者、人吉市、紺屋町及び九日町町内会が協働で下記の
とおり「洪水標識」を設置
今後、令和2年7月豪雨で浸水した地域で、順次、「洪水標識」の設置を予定。

九⽇町町内会⻑
⼈吉市

令和3年3月23日に紺屋町と
九日町の2箇所で国、人吉市
、町内会が協働で設置

令和3年3月23日
NHK「クマロク」

令和2年7月豪雨で浸水した深さを示す「洪水標識」の設置（国、人吉市）

水害リスクの周知

参加した小学生が、水害の怖さを理解し、令和2年7月豪雨と同じような水害が発生した場合でも、状況に応
じた行動ができるようにする。
参加した小学生から保護者へ呼びかけることで、家族で避難行動について改めて考える場をつくる。
出水期前、3月に開催することで早めの対策・準備につなげる。

NHK・八代市・八代河川国道事務所 共同防災学習

平時からの住民等の防災意識醸成

1日の流れ(40分授業×2コマ）
①動画視聴(5分）
②浸水体験について説明(5分）
③浸水体験(30分）

 ARハザードマップ  浸水体験装置
④「大雨が降ってきたらどう行動する？！」

グループワーク(20分）
⑤グループワーク発表(10分）
⑥まとめ(5分）

①動画視聴 ③ARハザードマップ

③浸水体験装置 ④「大雨が降ってきたらどう行動する？！」グループワーク
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○球磨川水害タイムライン策定後、市町村版タイムラインを策定した八代市・人吉市・球磨村
を対象として、大雨が予想される際に的確な事前防災行動をとるために必要な情報共有を行う
「球磨川水害タイムライン運用会議」を開催しています。

○会議では、熊本地方気象台や、タイムラインアドバイザー（元気象庁予報課長など）より、
大雨の予測や気象の見立て、全国の防災対策の事例など情報提供が行われます。

・熊本地方気象台 ・球磨村
・八代市 ・川辺川ダム砂防事務所
・人吉市 ・八代河川国道事務所

球磨川水害タイムライン運用会議の様子

ZOOM画面

参加者
・環境防災総合政策研究機構（CeMI）

（松尾 東京大学 客員教授）
（村中 東邦大学 非常勤講師（元気象庁予報課長））
（田代 CeMI上席研究員（元気象庁お天気相談所長））

防災活動の着実な実施・連携体制の構築
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気象庁熊本地⽅気象台の 
取組状況 
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熊本地方気象台
Kumamoto Meteorological Office

令和2年7⽉3⽇からの⼤⾬により、県庁および被災した⾃治体（⼈吉市、⼋
代市、球磨村、芦北町、あさぎり町）へ、きめ細かな解説を⾏うなどの防災
対応の⽀援のため、ＪＥＴＴ（気象庁防災対応⽀援チーム）を派遣した。
熊本地⽅気象台職員のみならず、北海道から沖縄まで、全国の気象台職員の
応援派遣により、災害対策本部会議での気象解説などを実施した。

熊本地⽅気象台の「令和2年7⽉豪⾬」への取り組み

県庁での様⼦ 球磨村での様⼦

※ＪＥＴＴ ⼤規模な⾃然災害等の際に地⽅公共団体等へ⽀援を⾏う国⼟交通省の緊急災害対策派遣隊（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ）の気象・地象情報提供班
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熊本県の取組状況 
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防災行政情報通信システム等の整備

1ソフト対策の取組状況
～避難行動・水防活動に資する基盤等の整備、避難を判断するための情報伝達①～

・八代市は、スマホアプリ、携帯メール、屋外拡声子局、戸別受信
機、電話、FAXなどに一斉に情報配信するシステムを構築済

・人吉市は、防災ラジオ送信局を整備
・6町村※は戸別受信機等設置希望世帯に設置済。さらに、未設置世
帯に設置を推進
※芦北町、錦町、多良木町、あさぎり町、相良村、山江村
（湯前町、水上村、五木村、球磨村は全世帯に設置済み）

・八代市は、上記システムの運用を開始済
・人吉市は、防災ラジオ（戸別受信機）を罹災世帯・難聴者世帯
3,600世帯に設置（6月中旬完了予定、R3年度中に全世帯に設置）
なお、戸別受信機の設置完了までは、防災行政無線（屋外拡声子
局）や消防団、緊急速報メール等による呼びかけを多重的に実施

・6町村において、戸別受信機未設置世帯への設置を引き続き推進

■戸別受信機等の設置に係る取組状況

R3出水期までの取組み

・芦北町は、新たに防災情報等を発信するアプリを構築し、運用開始

・防災情報メールに加えSNSの活用など防災情報伝達手段の多重化、
熊本県防災情報共有システムを活用した一元的な防災情報の配信
（6/1開始予定）

■防災情報伝達手段の多重化の取組状況

R3出水期までの取組み

・実施関係者との連携・調整による暫定運用スキーム構築（6月上旬
構築予定）

・予防的避難について住民への周知・啓発の実施（6月中旬予定）

R3出水期までの取組み防災行政無線による情報配信

広域避難に係る課題整理、関係者との調整による流域市町村の広域
避難スキーム構築、予防的避難の周知・啓発

熊本県防災情報共有システムによる防災情報配信アプリイメージ

警報サイレン吹鳴方法の改善、警告灯増設の試行

河川監視カメラ映像の配信

ネットワーク回線二重化、災害時応急体制の構築、避難支援システ
ム構築等

2ソフト対策の取組状況
～避難を判断するための情報伝達②～

・災害時の脆弱性の洗出しなど、防災通信機能の強靭化に係る通信
事業者との検討

・熊本県総合行政ネットワーク（LGWAN）について、NTT人吉中継局
から球磨地域振興局のネットワーク回線を二重化（6/1運用開始
予定）

・通信事業者との連携による移動基地局車の配備、衛星携帯電話の
貸出しによる災害時応急体制を構築（通信事業者と協議中）

・避難支援システムの構築に向けた、モデル地区の決定、事業化調
査検討業務の着手（6月中旬モデル地区決定予定）

通信回線の多重化

・今回の豪雨で被災した河川監視カメラ1基、水位計2基の復旧済
・万江川への河川監視カメラ2基、水位計2基増設済
・熊本県防災情報共有システムを活用し、河川監視カメラ情報を

配信（6/1開始予定）

R3出水期までの取組み

R3出水期までの取組み ・警告灯試作機増設（3箇所）済
・警報サイレン吹鳴方法の改善のシステム改修、運用開始（6/1運用開始

予定）

R3出水期までの取組み

■ダム操作の内容に応じた警告灯の増設

7



水位周知河川以外の河川についても想定し得る最大規模の浸水
想定区域図の作成・公表

2

リアルハザードマップ整備方針作成、地区防災計画モデルの公表

3ソフト対策の取組状況
～水害リスクの周知、平時からの住民等の防災意識醸成①～

避難行動要支援者の個別計画策定、個別計画を活用した訓練実施
要配慮者利用施設向けの説明会、避難訓練研修開催

・地域ぐるみで命を守る意識の醸成に向けた地区防災計画のマニュアルモ
デル公表済

・地域のリアルハザードマップ（街頭への浸水深や避難所などの標識設
置）に係る整備方針作成済

・市町村へのリアルハザードマップ（モデル版）の配布（6月中旬予定）

R3出水期までの取組み

・避難行動要支援者のうち名簿情報提供同意者の個別計画作成率 74.5%
（令和3年3月31日時点）

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成率 98.4%
（令和3年3月31日時点）

・避難行動要支援者のうち名簿情報提供同意者の個別計画作成率と要配
慮者利用施設の避難確保計画作成率の100%を目指す

・県と市町村が連携した、個別計画に基づく訓練実施（人吉市・球磨村）
・要配慮者利用施設による避難訓練実施に向けた研修会開催済(173施設参加)

流域市町村における策定状況

R3出水期までの取組み

・7町村※は、L2対応ハザードマップを作成・配布済
※芦北町、錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村、

球磨村
・山江村は、L2対応ハザードマップを増刷・配布（6月上旬配布

予定）
・人吉市、相良村は、L2の浸水想定区域図を全世帯配布済
（令和3年度中にL2対応ハザードマップを作成予定）

・八代市は、L2対応防災マップＷｅｂ版を作成・周知済

R3出水期までの取組み（国管理及び県水位周知河川）

想定最大規模の降雨を踏まえた洪水浸水想定区域図を基にした
洪水ハザードマップ作成または浸水想定区域図（L2）の周知

・県管理支川の想定最大規模（L2）の浸水想定区域図作成
（5月末公表予定）

R3出水期までの取組み

地区防災計画

球磨川水系における洪水浸水想定区域図（L2）作成状況

住民参加型訓練の実施

34ソフト対策の取組状況
～平時からの住民等の防災意識醸成②～

マイタイムラインの県民への周知 学校安全総合支援事業の拠点校指定

水害保険や農業保険の加入促進

・県ホームページで家屋に対する水災保険加入促進の広報周知を実施
済。球磨村は、水害保険の加入促進のため、村民に対し、保険料の
一部助成を開始済

・農業保険の加入促進のため、球磨川流域を重点推進地域に指定し、
農業共済組合等と連携し、農業保険の制度や重要性について、ラジ
オＣＭや新聞広告等により普及啓発を実施済

・マイタイムラインのガイドブックを県ホームページに掲載済
・学校との連携で、防災教育月間でのマイタイムラインのガイド

ブック周知済。防災主任研修会での周知（6月予定）
・タブロイド判による全世帯への周知（6月予定）

R3出水期までの取組み

・県と市町村が連携し、住民が自らハザードマップやマイタイムラ
ン等を確認し、主体的に避難行動を行う住民参加型訓練を実施

（人吉市（5/30予定）、芦北町（6/6予定）、球磨村（5/16実施済））

R3出水期までの取組み

R3出水期までの取組み

・文部科学省の委託事業である学校安全総合支援事業において、人吉
球磨地域の県立高校2校を拠点校に指定（5月中旬予定）

R3出水期までの取組み

市房ダムの役割や操作に関する出前講座等の実施

・市房ダムの役割や操作に関する解説のパンフレットや動画を作成し、
出前講座を実施（パンフレット・動画作成済、出前講座継続実施）

R3出水期までの取組み

8



く
伝
わ
る
よ
う
、
警
報
サ
イ
レ
ン
と
警
告
灯
（
ラ
ン
プ
）
３
局
の
改
善
を
⾏
い
ま
し
た
。

異
常
洪
⽔
時
防
災
操
作
を
⾏
う
時
に
は
最
初
に
鐘
⾳
を
鳴
ら
し
ま
す
！

市
房
ダ
ム
管
理
所
令
和
３
年
度
梅
雨
期

ま
で
の
取
組
内
容

○
警

報
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

但
し
、
ゲ
ー
ト
放
流
開
始
の
時
、
洪
⽔
調
節
開
始
の
時
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
サ
イ
レ
ン
（
ウ
ー
ー
と
い
う
⾳
）
を
鳴
ら
し
ま
す
！

こ
れ
ま
で

更
新

後
異
常
洪
⽔
時
防
災
操
作
を
⾏
う
時
の
み

こ
れ

ま
で

更
新

後

ゲ
ー

ト
放

流
開

始
3
0
分

前
ヴ

ー
ー

♪
ヴ

ー
ー

♪

ゲ
ー

ト
放

流
開

始
ヴ

ー
ー

♪
ヴ

ー
ー

♪

洪
水

調
節

開
始

ヴ
ー

ー
♪

ヴ
ー

ー
♪

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
2時

間
前

ヴ
ー

ー
♪

カ
ン

カ
ン

♪
ヴ

―
♪

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
開

始
ヴ

ー
ー

♪
カ

ン
カ

ン
♪

ヴ
―

♪

こ
ち

ら
は

、
市

房
ダ

ム
で

す
。

午
後

（
午

前
）
〇

〇
時

〇
〇

分
か

ら
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

を
開

始
し

ま
し

た
の

で
、

川
に

は
近

づ
か

な
い

よ
に

し
て

く
だ

さ
い

。

こ
ち

ら
は

、
市

房
ダ

ム
で

す
。

午
後

（
午

前
）
〇

〇
時

〇
〇

分
か

ら
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

を
開

始
し

ま
す

の
で

、
川

に
は

近
づ

か
な

い
よ

に
し

て
く

だ
さ

い
。

警
報

の
タ

イ
ミ

ン
グ

サ
イ

レ
ン

音
ア

ナ
ウ

ン
ス

文

こ
ち

ら
は

、
市

房
ダ

ム
で

す
。

午
後

（
午

前
）
〇

〇
時

〇
〇

分
か

ら
洪

水
調

節
を

開
始

し
ま

し
た

。
川

の
水

が
増

え
て

き
ま

す
の

で
、

川
へ

入
ら

な
い

で
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

川
へ

入
っ

て
い

る
人

は
、

早
く
川

か
ら

上
が

っ
て

く
だ

さ
い

。

こ
ち

ら
は

、
市

房
ダ

ム
で

す
。

午
後

（
午

前
）
〇

〇
時

〇
〇

分
に

ダ
ム

か
ら

水
を

流
し

始
め

ま
す

。
間

も
な

く
川

の
水

が
増

え
て

き
ま

す
の

で
、

川
へ

入
ら

な
い

で
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
川

へ
入

っ
て

い
る

人
は

、
早

く
川

か
ら

上
が

っ
て

く
だ

さ
い

。

【
裏
⾯
あ
り
】

ゲ
ー
ト
放
流
開
始
か
ら
停

⽌
ま
で
⾚
⾊
が
点
灯

こ
れ
ま
で

更
新

後

○
警

告
灯

（ラ
ン
プ
）に

つ
い
て

ゲ
ー
ト
か
ら
の
放
流
状
況
に
応
じ
て
ラ
ン
プ
⾊
を
変
え
ま
す
！

○
出

前
講

座
に
つ
い
て

取 付 状 況 写 真

左
写
真
：
市
房
ダ
ム
管
理
所

右
写
真
：
佐
本
橋
警
報
局

R
3
.3
.2
9

⽔
上
村
役
場

R
3
.4
.1
3

湯
前
町
役
場

ダ
ム
の
操
作
や
異
常
洪
⽔
時
防
災
操
作
内
容
を
正
確
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
近
隣
市
町
村
職
員
へ
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
！

※

※
市
房
ダ
ム
管
理
所
、
佐
本
橋
警
報
局
、
多
良
⽊
警
報
局
の
３
局
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⼋代市の取組状況 
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主な取り組み 実施時期 

国交省（八代河川国道事務所）と八代市との避難及び被害

情報伝達訓練 
5 月 12 日 

県と八代市との災害対策本部事務室訓練 5 月 19 日 

防災アプリ登録会（坂本町） 5 月 22 日、23 日

八代市登録防災士の募集 5 月下旬から 

地域防災計画の見直し 6 月初旬まで 

避難所運営訓練 6 月初旬 

自主防災組織へ伝達訓練の実施を依頼 6 月 11 日まで 

新たな防災行政情報通信システム校区説明会（全 20 校区）

※20 校区中、18 校区終了 
６月中旬まで 

マイタイムライン・避難スイッチカードの配布 6 月下旬 

 

八代市における出水期までの取組 
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⼈吉市の取組状況 
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【具体的な取組】水位周知河川の球磨川本川・県管理河川について L2 対応のハザードマ

ップ作成、全戸配布 

（出水期までの取組）「洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」の全戸配布（４月１日） 

洪水浸水想定区域図（人吉市拡大、Ａ１両面印刷） 

 

人吉市における出水期までの取組 
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【具体的な取組】自主避難訓練の実地に向けての検討 

（出水期までの取組）校区別町内会長への説明（４月末）、地区懇談会での説明（５月上

旬）、避難方法と避難ルート・避難場所等の確認 

市民への周知（避難行動を確認する日）（５月３０日） 

 

 

 

 

  

14



 

【具体的な取組】現在導入している避難勧告等の周知方法における不足・課題を踏まえた

メールサービスや IP 端末など、防災無線以外の方法も取り入れた多角的な情報周知手段

に加えネットワーク不通、停電等を想定した新たな情報伝達手段の検討・導入 

（出水期までの取組） 

・新システムの導入と、それに伴う既存システムとの調整 

・罹災世帯への戸別受信機（防災ラジオ）の配付（無償貸与）（６月～） 

・避難情報発令時における「サイレン吹鳴」の活用 

（出水期以降の取組） 

・その他世帯への戸別受信機の配付（７月～１２月予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災ラジオ（イメージ図） 
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芦北町の取組状況 
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令和３年度出⽔期までの取組み

（１）災害時孤⽴集落発⽣地域への防災機能強化
（２）情報伝達⼿段等の強化（ＬＩＮＥを⽤いた情報伝達）
（３）想定最⼤規模（Ｌ２）版ハザードマップ作成
（４）ＷＥＢ版ハザードマップ作成
（５）その他の取組

・マイタイムラインの周知・啓発（県ガイドブック配布）
・予防的避難の周知・啓発
・新たな避難情報の啓発（新たな警戒レベルの周知）
・⽔害保険の周知・啓発
・避難所の環境整備（コロナウイルス感染症対策）
・⾃主防災組織へ活動⽀援の継続実施
・流域タイムラインの作成

芦北町における出水期までの取組

令 和 ３ 年 度 出 水 期 ま で の 主 な 取 組 み 【 芦 北 町 】 ①

令和２年７月豪雨により、町内各地で河川の氾濫や土砂崩れ等により道路
が被災し孤立地区が多数発生した。特に球磨川沿いの集落で孤立が長期化し、
電気、電話、水道が使用できない状況が続いた。

この様な事態に備え、孤立が解消されるまでの間、集落が孤立したとしても
最低限の生活の維持ができるよう、地区の防災機能を強化する目的で以下の
資機材を収納した倉庫を配備するもの。

なお、出水期までに球磨川流域の７集落への設置を予定している。

１ 災害時孤立集落発生危険地域への防災機能強化

２ 情報伝達手段等の強化（ＬＩＮＥを用いた情報伝達）

防災行政無線の戸別受信機を全世帯に配布していますが、災害により
家屋が被災し、情報を伝達できない住民も存在した。

防災行政無線を補完し、情報伝達の重層化を実現するため、携帯電話

を用いた芦北町公式ＬＩＮＥの作成を行い、災害時における避難情報や
様々な支援情報等を発信する。また、情報収集手段としても活用し、消防
団や自主防災組織とグループを形成し、情報収集の円滑化を図る。

平常時にも町から防災行政無線と同様の内容を発信し、住民に身近な
ツールとなるよう計画している。

予定集落位置 内木場

高田辺

市居原

箙 瀬

白 石

東告（中告）

東告（鎌瀬）

発電機 投光器 台車 携行缶 コードリール 大型扇風機

簡易トイレ 乾電池 工具セット カセットボンベ カセットコンロ ブルーシート

【配備資機材一覧】
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令 和 ３ 年 度 出 水 期 ま で の 主 な 取 組 み 【 芦 北 町 】 ②

３ 想定最大規模（Ｌ２）版ハザードマップ作成

（１）マイタイムラインの周知・啓発（広報誌・防災行政無線を用いて周知予定）
（２）予防的避難の周知・啓発（広報誌・防災行政無線を用いて周知予定）
（３）新たな避難情報の啓発（広報誌・防災行政無線を用いて周知予定）
（４）水害保険の周知・啓発（県作成のチラシを利用し、広報誌に掲載予定）
（５）避難所の環境整備（高齢者や子供連れの世帯、コロナウイルス感染症対策等について、量的及び質的整備を予定）
（６）自主防災組織へ活動支援の継続実施
（７）流域タイムラインの作成

住民が常に最新の情報を確認・取得できるよう、ＷＥＢ版ハザード
マップの作成を行う。

【利点】
（１）データのため内容の更新が容易であり、最新の情報提供が可能
（２）住民が場所を選ばずに確認可能（携帯電話で確認可）
（３）ハザード箇所以外の情報も盛り込むことが可能

参考画面

令和２年３月に球磨川のＬ２を含んだ紙ベースのハザードマップを作成し、
梅雨期前に住民に配布し危険箇所の周知を行っていた。

新たに県４河川の想定最大規模が公表されたため、県河川を反映させた
浸水想定区域修正版のハザードマップを作成し、出水期までに住民へ周知
を行う。

４ ＷＥＢ版ハザードマップ作成

５ その他の取組
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錦町の取組状況 
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１．令和３年３月末 錦町防災マップ（Ｌ２対応版） 全戸配布済み 

 
２．令和３年５月から出水期まで 警戒レベル及びマイタイムラインの普及推

進 

 
３．令和３年５月１４日 災害に備えた土のう作製及び備蓄（２，０００袋） 

 
４．令和３年５月中 錦町防災計画等見直し修正 

 
５．令和３年５月２７日（木） 錦町防災会議 

同日           消防団幹部による町内危険個所点検 

 
 
※出水期までに既存備蓄倉庫に加え２カ所増設 

 

※町政座談会 西・一武・木上の３地区で５月１１～１３日で実施予定であったが、コロナ

ウイルス感染症の為、時期未定で延期となっている。 

錦町における出水期までの取組 
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あさぎり町の取組状況 
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目 的

あさぎり町危機管理懇談会を実施し、不測事態等（災害、凶悪犯罪、大規模火
災、行方不明者捜索、国民保護等）発生時における町役場職員（総務課）と各関
係機関（消防団、多良木警察署、上球磨消防署及び陸上自衛隊）間の円滑な情
報の共有及び調整に資する為、「顔の見える関係」の構築を図る。

実施時期
・

場 所
４月１６日（金）１４００～１６００・あさぎり町役場大会議室

参集範囲

○ 町役場：町長・副町長・総務課長・危機管理監・防災主任・消防主任
○ 消防団：団長・副団長（２名）
○ 多良木署：警備係
○ 上球磨消防署：消防司令・中隊長
○ 陸上自衛隊：大隊長・第２係主任

実施項目

① あさぎり町長お礼の言葉
② 参加者自己紹介
③ 危機管理に資する情報交換

あさぎ町役場  消防団  多良木警察署  上球磨消防署  自衛隊
※一 例 総務課：令和３年度地域防災計画の概要

消防団：最近の活動状況
多良木署：警備・防犯に関する被害・事故及び対処等に関する情報
消防署：防火・救急救命に関する被害・事故及び対処等に関する情報
自衛隊：災害派遣、国民保護に関する情報

④ 今後の連携強化に資する意見交換
※一例 情報共有要領、防災訓練への参加調整等

あさぎり町危機管理懇談会
１」

あさぎり町豪雨対応訓練説明

会議の目的
あさぎり町豪雨対応訓練参加職員に対し、訓練実施要領を説明

し、済々円滑な訓練実施の資とする。

実施項目

① 訓練実施計画の説明

② 状況付与要領及び概要の説明

③ 事前の状況付与

④ 災害対策本部会議

⑤ 質疑応答
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目 的
２月に実施した「豪雨対応訓練」において明らかになった情報業務、各防災機

関との連携、状況判断の問題点に対する改善及び職員の災害対応能力の更なる
向上を図る。

実施時期
・

場 所
５月１２日（水）１３００～１７００・大会議室（東・西）

主要練成
項 目

○ 情報処理能力（クロノロジー及び状況図の整備）の向上

○ 各防災機関（警察・消防・自衛隊）との調整能力の向上

○ 将来を予測した状況判断能力の向上

参集範囲

○ 町役場：町長・副町長・教育長・各課長・各課長の指名する者

○ 消防団：団長・副団長

○ 多良木警察署：ＬＯ

○ 上球磨消防署：ＬＯ

○ 特科３大隊（えびの駐屯地）：ＬＯ

実施項目

① 避難情報の発令

② 人的被害対応

③ 物的被害対応

あさぎり町豪雨対応訓練実施計画（大綱）

１

訓練の概要及び任務達成の絵姿（Ｅｎｄ Ｓｔａｔｅ）

１１日（火）午後
１２日（水）

訓練準備・予行
○対策本部室設置
○実施要領の説明
○訓練予行

１４時～

気象情報の悪化
○体制強化
○避難情報等発令
○災害対策本部設置
○避難所開設・運営

１６時 ～ １７時

ＡＡＲ
○問題点の把握
○対策・処置の確立

１３時～ １５時～

○ １１日午後：災害対策本部設置完了
○ １２日午後前段：第１回災害対策本部会議（目的：人的被害に対する救助作戦の確立）
○ １２日午後後段：第２回災害対策本部会議（目的：物的被害に対する応急復旧構想の確立）

人的被害対応

物的被害対応

気象情報の収取

気象情報の処理

処理情報に基づく避難情報
の発令（状況判断）

人的被害情報の処理

各係機関との調整
（状況判断）

情報主要素認識の共有

災害対策本部会議
○被害情報の共有
○対応要領の決定・報告

係機関との調整
（状況判断）

物的被害情報の処理

成
果
を
防
災
計
画
（マ
ニ
ュ
ア
ル
）に
反
映

物的被害情報の収集

５

付紙第１
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全 般 日 程 表

月 ４月 ５月

日
１５日
（木）

３０日
（金）

６日
（木）

１０日
（月）

１１日
（火）

１２日
（水）

ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ

主
要
業
務
予
定

豪
雨
対
応
訓
練

振
り
返
り
（Ａ
Ａ
Ｒ
）

災
害
対
策
本
部
の
設
置
準
備
（
地
図
・掲
示
物
等
）

課
長
会
議
（各
課
の
訓
練
参
加
要
領
に
関
す
る
認
識
の
共
有
）

第
２
回
職
員
防
災
勉
強
会
（訓
練
参
加
要
領
）

訓
練
参
加
者
に
対
す
る
訓
練
説
明
（訓
練
参
加
者
全
員
）

訓
練
参
加
要
領
の
説
明

災
害
対
策
本
部
の
資
機
材
の
設
置

訓
練
準
備
（予
備
）

付紙第２

総
務
課
内
Ｍ
Ｍ
（訓
練
実
施
要
領
に
関
す
る
認
識
の
共
有
）

６

目 的
あさぎり町避難所運営マニュアルに基づき、上地区（※モデル地区）の指定避難所の

開設・運営訓練を職員及び町民が一体となって実施し、「逃げ遅れ０」の目標達成に資する。

実施時期
場 所

１０月２４日（日）１３００～１７００（予定）・上総合体育館

主要練成
項 目

○ 避難所の開設
○ 避難行動（永山地区町民）
○ 避難所の運営（受付要領・避難者に対する統制・指示）

参加範囲

○ 訓練実施者
・ 町役場（１８名）

町長、副町長、総務課長、高齢福祉課長、生活福祉課長、危機管理監及び各課長の
指名する者

・ 上地区町民（約１２０名）
上地区の各自主防災組織（避難所の開設・運営）、永山地区町民（避難行動）

○ 訓練研修者
免田地区、岡原地区、須恵地区及び深田地区の自主防災組織

実施項目

○ 避難所の開設
① レイアウトの表示
② 受付、当直勤務所、男女更衣室、授乳室、勤務員詰所及び避難スペースの配置
③ ベッド、個人用テント、仕切り等の設置

○ 避難訓練
永山地区防災計画に基づく避難の実施

○ 避難所の運営
避難者の受付及び避難者に対する統制・指示

あさぎり町避難所開設・運営訓練実施計画
１
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２３日（土）
２４日（日）・午後

○午前：訓練準備
・ 避難所開設
・ 受付予行
・ 指示、統制予行

○午後
第３回訓練調整会議

上地区との認識共有

避難所開設訓練
○ レイアウト表示
○ 野外ベット配置
○ 受付場所設置
○ コロナ対策

受付訓練 統
制
・
指
示
訓
練

振
り
返
り

（
Ａ
Ａ
Ｒ
）

町の職員の指導に基づき
実施

避難所において
日常起居に係る
規則（ルール）の
指示・統制要領
について職員が
説明

町の職員の
指導に基づき
実施

訓練終了
に伴う所見・
意見、質疑
応答
訓練成果を
マニュアル
等に反映

１３時半～ １５時半～１３時～ １４時半～ １６時半～１７時

訓練の概要及び任務達成の絵姿（Ｅｎｄ Ｓｔａｔｅ）

○ ２３日（土）：訓練準備を概成する。

○ ２４日（日）：訓練参加者全員で避難所の開設～運営までの一連のイメージを共有する。

５

付紙第１

避難訓練

避
難
指
示
発
令

※上地区以外の地区は研修して頂く。

永山地区の防災計画
に基づき避難を実施

全 般 日 程 表

月 ９月 １０月

日
２４日
（金）

１日
（金）

１８日
（月）

２３日
（土）

２４日
（日）

ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ ＡＭ ＰＭ

主
要
業
務
予
定

避
難
所
開
設
・運
営
訓
練
（上
体
育
館
）

振
り
返
り
（Ａ
Ａ
Ｒ
）

避
難
所
開
設
準
備
（
資
機
材
の
運
搬
・レ
イ
ア
ウ
ト
の
表
示
）

課
長
会
議
（各
課
の
訓
練
参
加
要
領
に
関
す
る
認
識
の
共
有
）

第
１
回
訓
練
調
整
会
議
（上
地
区
と
の
打
ち
合
わ
せ
・大
会
議
室
）

第
３
回
避
難
所
運
営
委
員
会
設
置
意
見
交
換
会
（訓
練
説
明
）

訓
練
予
行
（
上
体
育
館
）

避
難
所
開
設
（上
体
育
館
）

訓
練
準
備
（予
備
）

総
務
課
内
Ｍ
Ｍ
（訓
練
実
施
要
領
に
関
す
る
認
識
の
共
有
）

第
３
回
訓
練
調
整
会
議
（上
地
区
と
の
打
ち
合
わ
せ
・上
体
育
館
）

６

付紙第２

第
２
回
訓
練
調
整
会
議
（上
地
区
と
の
打
ち
合
わ
せ
・大
会
議
室
）

第
７
回
職
員
防
災
勉
強
会
（訓
練
参
加
要
領
）
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上地区避難所開設・運営勉強会（延期の場合）

目 的

あさぎり町避難所運営マニュアルに基づき、上地区（※モデル地区）の指定避難所（上総
合運動公園体育館）の開設・運営要領の勉強会を実施し、発災時における「逃げ遅れ０」の
目標達成の資する。

また上地区の避難所運営委員会組織を確立し、避難所開設・運営時における町役場との
連携強化を図る。

実施時期
場 所

５月２３日（日）１３００～１７００（時期は仮定）・あさぎり町役場大会議室

項 目
○ 避難所運営委員会の組織の確立
○ 避難所の開設要領（図上研究及びベッド、個人用テント、仕切り等の一部組立）
○ 避難所の運営（受付要領・避難所ルール（一例）・コロナ対策）

参加範囲
○ 訓練実施者

・ 町役場（４名）：高齢福祉課長補佐、生活福祉課長補佐、危機管理監及び防災主任
・ 上地区自主防災組織（１９名）：上地区の各自主防災組織の会長

実施項目

○ 避難所の開設要領
① レイアウトの表示要領
② 受付、当直勤務所、男女更衣室、授乳室、勤務員詰所及び避難スペースの配置
③ ベッド、個人用テント、仕切り等の一部組立

○ 避難所の運営
① 受付要領の説明（模擬体験）
② 避難所のルール（一例）の説明
③ コロナ対策（消毒・ソーシャルディスタンス・個人防護）

○ 避難所運営委員会組織の確立
組織の一例に基づき上地区モデルを作成
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多良⽊町の取組状況 
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１．球磨川 L２ハザードマップに対応した総合防災マップを作成し、全戸へ配布 

 

２．防災無線放送と連動した町ホームページ、携帯電話登録制メール、LINE へ

の配信システムの構築 

 

３．自主防災組織役員や防災士会、消防団を対象とした防災講話の実施 

 

４．「くまもとマイタイムライン」の普及（災害リスクの高い土砂災害警戒区域

や浸水想定区域にお住まいの方へ消防団による戸別訪問周知を実施） 

多良木町における出水期までの取組 
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湯前町の取組状況 
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⽔上村の取組状況 
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１．想定最大規模の浸水想定区域（Ｌ２）対応のハザードマップ（Ｒ２作成）の

全戸配布済 

 

２．水防災意識啓発のため広報誌等にて災害リスク等を周知 

 

３．消防団・自主防災組織で危険個所の確認・情報共有 

 

４．防災行政無線個別受信機の全戸配布済 

水上村における出水期までの取組 
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相良村の取組状況 
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１．洪水ハザードマップの電子化 

 
２．想定し得る最大規模の降雨を踏まえた洪水浸水想定区域図をもとにした洪

水ハザードマップの検討 

相良村における出水期までの取組 
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五⽊村の取組状況 
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１．五木村防災会議の実施（災害対策基本法等の一部を改正する法律を踏まえ

て）  

避難勧告・避難指示の一本化等 

２．地域座談会と併せ、消防北分署と連携し 7 月豪雨の検証も含めた防災講話・

住民説明会を実施（全住民対象） 

３．コロナ禍における避難所開設訓練の実施（受付、パーテーション組立） 

４．防災に資するケーブルテレビ放送（全住民対象） 

 ・避難所情報 

５．デジタル防災無線の点検・試験放送 

６．土嚢等防災に資する資機材の整備 

７．消防との連絡確認（通信訓練） 

 

※コロナウイルス感染拡大の状況による。 

五木村における出水期までの取組 
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⼭江村の取組状況 
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１．防災マップの更新、全戸配布 

 防災マップを最新の情報へ更新し、地域住民へ危険箇所を周知、防災意識  

の高揚を図る。 

 

２．山江村防災連絡会議 

 大雨等における水害等防止対策及び災害発生時における各関係機関の連

携体制の構築を図るため、気象台、自衛隊、警察、消防などの関係機関が一

堂に会する防災連絡会議を開催する。 

 

３．防災行政無線戸別受信機の設置推進 

 防災行政無線（同報系）からの災害情報をより確実に伝達するため、戸別

受信機の未設置世帯へ設置の呼びかけを行う。 

 

山江村における出水期までの取組 
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球磨村の取組状況 
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